
平成２６年度 胎内市体育・保健体育部 活動報告 

部長 本間 裕  

１ 研究主題  ９年間を見通した児童生徒の基礎運動技能の向上 

 

２ 活動内容の概要 

（１）第１回部会「活動計画の立案」 参加者１７名 

○ 日時・会場 ５月１２日(火)１５：３０～１６：４０ (黒川小学校)  

 

（２）第２回部会「中学校教師による小学校への出前授業及び参観」 参加者１２名 

   ① 日時・会場  ９月２９日(月)１４：０５～１４：５０ （胎内小学校） 

  ② 授業者     加藤浩之（中条中学校 教諭）   

    ③  単元名      「体つくり運動～柔道の帯を使って～」 

    ④ 概 略 

     中学校で初めて習う柔道の入門として、『帯』を使った

体作り運動を行った。礼のこと、勝敗のこと、身体接触の

ことなどにもふれていたため、「早く柔道をやってみたい」

という児童の気持ちが見てとれた。また、指示の出し方、

児童の動かし方などの指導技術もすばらしく、小中の垣根

を越えて学ぶべき要素が多々あった授業であった。 
 

（３）第３回部会「公開授業・協議」 参加者１４名 

    ①  日時・会場 １０月２９日(水)１３：４０～１６：３０ （黒川中学校） 

    ②  授業者   山田正人（黒川中学校 教諭） 

    ③  単元名      「剣道」 

   ④ 概 略 

     「ルールやマナーを守り、相手を尊重しながら

練習や試合をすること」「有効打突の条件を理解

し、技を繰り出すこと」をねらいに行われた授業

であった。剣道の特性である『防具や竹刀を使う

楽しさ』を味わいながら、集中し、楽しみながら

技を繰り出す、意欲的な生徒の様子が見られた。 

 

３ 成果と課題 

 小学校教員にとってなかなか参観する機会が少ない武道領域を取り上げてもらったことで、学習

面・規律面以外の面でも、共有する部分が増えた。また、中学入学に期待と不安をもつ小学生に中学

校の教諭が指導したことは、安心・期待につながり大変有意義な時間であった。活動内容をさらによ

りよくするために、指導案検討会を入れる等、授業改善に向けた取組が今後必要である。 


